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1  組織の概要 

1.1  事業所名および代表者名 

株式会社 マン・マシンインターフェース 

代表取締役 関口 哲也 

 

1.2  所在地 

東京都八王子市横山町 6-9 丸多屋ビル 3F 

 

1.3  略歴 

設立 ：1985 年 12 月 7 日 

 

1.4  環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者／担当者 ： 山中 浩 

TEL  042-631-3531 

FAX  042-631-3532 

E-mail   

 

1.5  事業内容 

ソフトウェア受託開発、運用基盤設計及び維持保守、OEM 商材販売・サポート 
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1.6  事業の規模 

資本金：1,000 万円 

 

活動規模 2021年度 2022年度 2023年度 

売上高 （百万円） 
471  484  510 

従業員 （人） 
  62   64   69 

床面積 （㎡） 
 149  149  149 

パソコン（台） 
  32   35   41 

※事業年度は、当年 10 月～翌年 9 月末まで 
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2  対象範囲 

2.1  対象組織及び活動 

対象組織名 ： 株式会社マン・マシンインターフェース 

          （東京都八王子市横山町 6-9 丸多屋ビル 3F） 

 

対象事業活動： 全ての事業活動 
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2.2  対象組織図 

 
図 2-1 対象組織図 
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3  環境経営方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

✥ 基本理念 ✥ 

株式会社 マン・マシンインターフェース は、事業活動における地球・地域環境への

負荷を可能な限り軽減させ、環境との共生・調和をめざすことで環境・生物多様性

の保全に努め、その取り組みを通じて社会的責任を果たします。 

 

豊かな自然を次の世代に引き継ぐ一助となるよう、組織ならびに社員一人ひとりの取

り組みを追求していきます。 

 

✥ 基本方針 ✥ 

6. 環境マネジメント・システム（EMS）を構築、運用し、定期ならびに事業活動の

変化に応じて継続的にシステムを改善していきます。 

7. 事業活動に適用される環境に関わる法規等を遵守します。 

8. 効率化・合理化により事業活動の生産性を向上させ、省資源・省エネルギー・

資源循環、および廃棄物減量などに努めます。 

9. 環境にやさしいグリーン調達を推進します。 

10. 環境保全教育を通じ、社員一人ひとりの意識向上を図るとともに、社員の

環境活動への参加を積極的に支援します。 

 

 

制定日：２０１０年１０月  ６日 

改訂日：２０１４年  ４月  １日 

株式会社マン・マシンインターフェース 

代表取締役 関口 哲也 

 

株式会社マン・マシンインターフェースは、地球環境保全を重要な経営課題と捉え、

事業活動における地球環境への負荷を軽減させ、その取り組みを通じて社会的責

任を果たします。同時に、持続可能な社会の構築が世界共通の課題であることを踏

まえ、環境のみならず社会との共生と調和が企業永続のために欠かせない要素であ

ることを認識し、以下の方針を定めて活動に取り組みます。 

 

 

1. 環境経営システムを導入し、自主的・具体的な目標と行動計画を定めて、日常

の業務を推進します。また、定期ならびに事業活動の変化に応じて継続的にシ

ステムを改善していきます。 

2. 事業活動に適用される環境に関わる法規等を遵守します。あわせて、事業活動

を通じた関係者への啓蒙にも努めます。 

3. 効率化・合理化により事業活動の生産性を向上させ、省資源・省エネルギー・

資源循環、および廃棄物減量などに努めます。 

4. 環境にやさしいグリーン調達と、公正な取引によるフェアトレード製品の調達を推

進します。 

5. 世界レベルの大きな目標も草の根レベルで貢献できることを啓蒙するなど、環境

保全教育を通じて社員一人ひとりの意識向上を図り、社員の環境保全活動へ

の参加を積極的に支援します。 

 

 

制定日：２０１０年１０月  ６日 

改訂日：２０２２年１０月  １日 

株式会社マン・マシンインターフェース 

代表取締役 関口 哲也 
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4  環境経営目標 

目標は以下の通りです。(2023/10/2 作成) 

 
図 4-1 環境経営目標環境経営計画(2023年度～2025年度) 
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これまでに取り組んでいたことと、取り組みの自己チェックで判明した弱点を中心に、以下のような活動を

計画しています。毎日チェックして月末に結果を集計しています。 

 

項目 達成手段

CO2排出量削減 不要電力消費削減 PC（電源＆電源タップオフ）

エアコン（停止）

照明（消灯）

給湯設備（停止）

省電力対策 PC（省電力設定）

複合機（省電力設定）

電気ケトル（必要量＆魔法瓶）

照明（間引き・LED導入）

冷蔵庫（省電力設定）

エアコン適正利用 室温（冷房28℃・暖房20℃）

温度

・冷房：室温が26℃になるように調整

・暖房：室温が22℃になるように調整

外気の取り入れ／陽光の遮断

サーキュレーター利用

適正な服装 クールビズ・ウォームビズ

社内規定順守 完全残業なし日（第1水曜日）

完全休出なし日（第2土曜日）

廃棄物削減／リサイクル推進 分別収集

トナーカートリッジ回収

空き容器の洗浄と圧縮廃棄

割り付け、両面 印刷

印刷前プレビューと設定確認

水使用量削減 節水

環境活動 社会貢献

eco 検定

 

図 4-2 環境経営計画 
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5  環境経営計画の実施体制 
 

環境経営計画に基づく実施体制は以下です。 

従業者

役割 責任および権限

代表者

１．環境経営方針の制定

２．環境管理責任者の任命

３．実施体制の構築

４．EMSに必要な資源の準備

５．全体の取り組みに対する評価と見直し並びに指示

６．承認（環境経営目標・環境経営活動計画／環境経営レポート）

７．課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

１．EMSの構築、運用（実施、維持、継続的改善）

２．環境活動状況の代表者への報告

３．確認（環境経営目標・環境経営活動計画／環境経営レポート）

EMS事務局

１．環境活動全般を推進、環境管理責任者を補佐

２．環境経営目標・環境経営活動計画の作成

３．環境関連の外部コミュニケーション窓口

４．環境経営レポート作成

部門責任者 １．自部門の環境活動推進責任

１．環境活動の実施、法順守

２．環境活動に関する積極的な提案

代表者

代表取締役 関口哲也

事業部責任者

山中浩

管理本部責任者

関口哲也

環境管理責任者

山中浩

事務局

（環境保全委員会）

所属６５人 所属３人

営業本部責任者

関口哲也

所属３人
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6  環境経営目標の実績 

 

本年度は昨年の実績から 2022 年度を基準データとする新たな目標設定を行い取り組んできました。その結

果、平均勤務者数で実績を見ると 3 項目中廃棄物とコピー用紙使用量の 2 項目が目標未達成という結果

になりました。しかしながら、一人当たりで算出した場合にはすべての項目において目標を達成することができて

います。半期ごとの見直しを行った際も、目標達成手段の取組に問題は見られず、一年を通した実績からも

平均勤務者数の増加に伴った要因であると考えられ、引き続き 2022 年度を基準データとする目標を設定と

します。 

今後も半期ごとに目標に対する実績を評価し、目標値の見直しを図っていく方針です。 

 

本年度の目標と実績は以下の通りです。（※カッコは単位を示しています。） 

 

図 6-1 年間 CO2排出量(八王子本社全体)          図 6-2 年間 CO2排出量(一人あたり) 

 

CO2排出量について 

 月平均人数あたり、一人あたり、どちらにおいても目標を達成することができました。 

月平均人数の増加や、記録的な猛暑によるエアコンの使用により、目標を上回る月も多くありまし

たが、一人ひとりが無駄な電力使用は行わない節電対策の成果と考えます。 

今後も社内全体で節電を常に意識して取り組んでいきます。 
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図 6-3 年間廃棄物排出量(八王子本社全体)           図 6-4 年間廃棄物排出量(一人あたり)  

 

廃棄物排出量について 

 月平均人数あたりでは、目標を達成することができませんでした。実際の月平均人数の増加などに 

よる影響が考えられます。なお、一人当たりの数値は目標値を下回り、昨年に引き続いて廃棄物 

削減の意識が保たれていると考えられます。 

図 6-5 年間コピー用紙使用量(八王子本社全体)         図 6-6 年間コピー用紙使用量(一人あたり) 

 

コピー用紙使用量について 
 月平均人数あたりでは、目標に対して+1%と、わずかに達成することが出来ませんでした。 

実際の月平均人数の増加などによる影響が考えられます。なお、一人当たりの数値は目標値を下 

回り、資料の電子化やコピー用紙削減の意識が保たれていると考えられます。 
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詳細な数値は以下の通りです。※月平均人数当たり 

 
図 ６-７ 環境経営目標実績(2023年度) 
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図 6-８ 内勤者推移(月別) (2023年度) 
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7  取組結果と評価・今後の取組 

7.1  CO2排出量削減 

目標の －３% に対して、－1％ となりました。 

 
図 7-1 CO2排出量グラフ(2023年度) 

 

 

図 7-2  CO2排出量・人数・気温推移(月別)(2023年度) 
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＜コメント＞ 
目標としていた CO2 排出量の-1%という結果となり、目標を達成することができました。本年度

も社内業務の稼働が下がることはなく、記録的な猛暑によるエアコンの使用で目標値を上回る

月もありましたが、社員一人ひとりが節電を意識した取り組みの成果であると考えます。今後も

地球温暖化の影響による異常気象や社内業務の業容による電力使用量の増減は発生すると

思いますが、節電を常に意識して無駄な電力使用を行わないよう努めます。 

 

＜主な取組＞ 

不在時の PC及び業務設備電源オフ 

個々の PC に電源テーブルタップを設置し、取引先常駐者の PC

はもちろんのこと、長時間（1 時間を超える）離席・外出などで

PC を使用しない場合には、PC の電源オフに加えてテーブルタップ

の電源をオフすることで、待機消費電力を含めた不要な電力消

費をカットしています。 

また、業務用の設備についても PC 同様に長時間の離席・外出並びに、待機消費電力を含め

た不要な電力消費をカットします。 

 

照明の消灯 

、 無人エリアの照明は消灯しています。 

また、ビル管理会社より LED が導入されたため、間引き点灯

を止めましたが、電気消費量は減少していることから今後も間

引きはせずに継続していきます。 

 

 

エアコン適性利用／適正な服装 

エアコン利用を判断する室温と利用時の設定温度を規定し 

適正利用を促しています。 

・ 利用室温 冷房：28℃以上・暖房：20℃以下 

・ 設定温度 冷房：室温が 26℃になるように調整 

暖房：室温が 22℃になるように調整 
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＜今後の取組＞ 

 節電の習慣化 

節電意識の底上げはできてきていると考え、節電が習慣になっていける体制づくりを推進していき

ます。 

また、今後も業務状況や気候変動によるエアコン使用状況により、目標値は適正化していく必

要があり、半期ごとの状況を踏まえて目標を見直していきます。 
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7.2  廃棄物削減／リサイクル推進 

 廃棄物排出量 

目標の –３% に対して、+4% となりました。 

 
図 7-3 本年度の廃棄物排出量グラフ 

 

 
図 7-4 本年度の廃棄物排出量推移(月別) 

＜コメント＞ 
目標としていた廃棄物排出量の 4%増加という結果となり、目標を達成することができませんで

した。実際の月平均人数の増加などによる影響が考えられます。 

12 月は例年通り大掃除のため、7 月は人数が月平均より 2.3 人増加した影響で排出量が多

くなりました。今後も廃棄物削減を全社に呼び掛けて社内意識の向上に努めます。 
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 コピー用紙使用量 ＊本データは、プリンタの印刷枚数から使用量を算出しています。 

目標の -5% に対して、+1% となりました。 

 
図 7-5 本年度コピー用紙使用量グラフ 

 

 
図 7-6 本年度コピー用紙使用量推移(月別) 

＜コメント＞
全体で 1％の増加となり、目標を達成することができませんでした。廃棄物同様、実際の月平均

人数の増加などによる影響が考えられます。 

5月、並びに7月の使用量が多くなっていますが、これは次年度に向けた採用活動の準備による

ものです。今後も資料の電子化や、両面印刷の心がけ、むやみに印刷しないという意識を持ち、

全社でコピー用紙の使用削減に努めます。 
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＜主な取組＞

分別収集 

ゴミの分別廃棄を徹底しています。 

ペットボトルは（ラベルをはがして洗浄したうえで）つぶして廃棄

することで、分量だけではなく、かさの削減にも努めています。 

 

 

 

コピー用紙使用量／排出量削減 

割り付け（2in1、4in1 など）にくわえて両面での印刷を推

奨することで、使用量の削減を推進しています。 

片面のみ印刷された使用済みの用紙は、機密情報が含まれ

ない限り裏紙として再利用し、排出量の削減にも努めていま

す。 

 

 

また、機密情報を含む用紙をシュレッダーにかける場合には、

なるべく手動式のシュレッダーを利用することで、電力消費量

/CO2 排出量削減にも貢献しています。 
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＜今後の取組＞

 リサイクル意識向上の推進 

 ごみの分別 

廃棄物排出量の目標値を達成することはできませんでしたが、年末の大掃除や内勤者の増加

に伴う一時的な要因と考えられるため、引き続き、社内における資源ごみと可燃ごみの分別や、

各デスクのごみ箱での分別の徹底を促し、社内の意識向上を推進していきます。 

 

 ペーパーレス化の推進 

 コピー用紙使用量 

継続的な活動により、ペーパーレス化の意識が社内の常識となり問題はありませんでした。 

引き続き、会議資料並びに社内提出物の電子化を図り、さらなるペーパーレス化を推進してい

きます。 
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7.3  水使用量削減 

オフィスビルテナントのため水使用量を正確に把握することができず、取り組みもトイレ洗面・流し

台の蛇口付近への節水掲示までとなり、数値で評価することができませんが、個々の節水への

意識は浸透してきています。 

 

＜主な取組＞ 

節水掲示 

水を使用する場所は限られますが、目に留まる位置に節水の

掲示を行っています。 

設置場所はビル内共用スペースであり、当社以外の人も目に

することになるので、見えない効果も期待できるのではないかと

思われます。 
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7.4  環境活動 

 

＜主な取組＞

エコキャップ 

前年度から引き続き、回収箱への投かんではなく NPO 法人を通

じて、ペットボトルのキャップ回収を通じたエコキャップ運動キャップ

の貯金箱推進ネットワーク(capnochokinbako.jp)の活動に

協力しています。 

こちらの活動を選んだ理由としては以下の 3 点です。 

① 焼却時の二酸化炭素の削減、地球の温暖化防止への貢献 

② 売却で得られる利益を寄付し、世界中の病気に苦しむ子供たちの元へワクチンや医療物資

を届けている 

③ 障がい者施設で異物除去作業という仕事となり、障がい者施設の仕事量減少の抑止とな

る 

本年度の提供キャップ重量は、2.74Kg（1,178 個）でした。 

これにより寄付金 27 円（1Kg＝約 10 円）、CO2 約 8.63Kg（換算方法は、キャップ 1Kg

をゴミとして焼却すると CO2 が 3,150g 発生するため、重量ｘ3,150g で計算）の削減となり

ました。 

この活動を通してこれまで提供キャップ総重量は 4.2Kg です。 

今後もこの活動に協力し CO2 削減、および社会貢献に努めます。 

 

八王子環境フェスティバル協賛 

「八王子環境フェスティバル」は、市民一人ひとりの環境に対する意識の高揚及び自発的な活

動の促進を図ることを目的に、毎年環境月間である 6 月に開催されます。 

開催趣旨に賛同し、スポンサーとして参加しました。 
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環境市民会議への参加 

地域社会への貢献の一環として、八王子環境市民会議のボランティア活動に参加しました。 

今年は生き物の採集や川遊びを通して浅川の魅力を体験する【八王子浅川ガサガサ探検隊】

をはじめ、【八王子みずフェス/ミズカラ】、【水辺のかんきょう教室】と活動が行われ、全てに参加

加することができました。また、【浅川清掃】、および【公園花壇の植替え】にも参加しました。 

 

＜浅川清掃＞ 

 
 

＜公園花壇の植替え＞ 

 
 

＜八王子浅川ガサガサ探検隊＞ 

 
 

  

参加した子供たちが川遊びから川への親し

みや関心を育み、いつまでもきれいな川で

あり続けられることを願います。 

今年も作業は 2 日に分けて行わ

れ、1 日目の花の抜き取りと整地

の作業に参加しました。 

今後も参加していこうと思います。 

相変わらずポイ捨てゴミは多く、特

に空き缶、ペットボトルが目立ちま

す。私たちの活動を見て、ポイ捨て

が無くなることを願っています。 
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＜コメント＞ 
Eco 検定合格者を増加できませんでした。 

 

 

＜今後の取組＞ 

 eco検定取得 
毎年 1 名以上の取得がされるよう受験を奨励していきます。 

 

 

 イベント参加 

エコプロダクツに限らず、社員によるイベント参加の恒例行事化を確実に遂行します。 

 

 

 ボランティア活動 
活動が浸透してきたようで徐々にではありますが協力者が増えてきています。 

引き続き、大勢が参加できるよう、広報委員会と連携し楽しさと意義を社内に広めていきます。 
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7.5  業務改善 

 

＜主な取組＞ 

改善策の策定 

社内業務で効率化を図れる作業の洗い出しを行い、来客情報の管理について見直しを行いま

した。現在、来客情報は来客者が会社名や氏名を記入した紙をファイリングして保管しています

が、手で記入する手間や情報の検索・整理が困難であるという問題がありました。そこで、情報

を電子化し、これらの問題の解消を図っています。 

 

実績 

来客情報を電子で管理するシステムの開発に取り組んでいます。来客情報がタブレット端末から

入力され電子で保存されることによって、データの検索や情報の管理が容易となります。また、紙

やインク、ファイル保管場所のスペースが不要となることでのコスト削減や、システムへのログインが

必要になったことでの保存された情報のセキュリティの強化につながります。 

現在も開発中です。 

 

 

 

 

 

 

＜今後の取組＞ 

社内業務効率化 
来客情報管理システムを導入して社内業務を効率化します。 

 

 生産性向上に向けた改善策の策定 
今後も社内業務で効率化を図れる作業を洗い出し、ツールなどを自社制作、若しくは市販のツ

ールにより改善できるものを調査・検討していきます。 

  

来客情報管理システム（開発中）→ 
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8  環境関連法規等の遵守状況 

8.1  対象環境関連法規等 

当社に適用される環境関連法規等は以下の通り。 

1. 特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 

2. 使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 

3. 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 

4. 八王子市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例 

5. 八王子市下水道条例 

6. 国等による環境物品等の調査の推進等に関する法律(グリーン購入法)  

 

8.2  遵守状況、違反・訴訟等の有無 

期間中、対象環境関連法規等は遵守されており、違反状態は認められませんでした。 

※一部、期間中に対象廃棄物が発生せず、「対象なし」としています。 

 

過去含め、現在までに違反・訴訟等はありません。 

関係当局からの指摘、近隣からの苦情等の発生もありません。 
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9  代表者による全体評価と見直しの結果 

9.1  全体評価 

例年通り、当社で直接的に実現できる環境負荷軽減策は限られているが、そこで思考停止する

ことなく柔軟な発想で今後もあらたな取組みを考えてチャレンジしてほしい。 

未完ながら社内業務のシステム化は評価できる。今後もそうした生産性・業務効率向上策を検

討してほしい。また、その取り組みにおいて新しい技術要素を取り入れることで、技術力底上げに

繋がることも期待している。 

 

9.2  見直し 

CO2排出量（電力使用量）については、業務上各種機器の使用ケースが増えているのであれ

ば、単純に減少させれば業務に影響することに繋がりかねないので、現状の妥当性を勘案のうえ

で目標量を増加させることも検討すること。 

 


